自分 は、 頭の 中で、 旧友の 中で 法学士に なって いる 

連中 を 数えて みた。 高等学校 時代の 知合いで、 法学士 

になって いる 連中 は、 幾人 もい る こと はいたが、 郵船 

会社に はいって 洋行したり、 政治 科 を 出て 農 商務省へ 

奉職したり、 三菱へ はいって いる 連中な どば かりが 思 

い 浮んで、 自分の 相談に 乗って くれそう な、 法律 専門 

の 法学士 は なかなか 思い当らなかった。 その 中に、 ふ 

と 綾部と いう 自分の 中学 時代の 友人が、 去年 京都の 地 

方 裁判所 をよ して、 東京へ 来て、 有 楽 町の XX 法律 事 

務 所に 勤務して いる こと を 思い出した。 上京 当時、 通 

知の ハガキ を くれたの だが、 その XX という 有名な 弁 



ころ じ やない かね』 

先刻、 女の 死体 を 一 目 見た ときに、 僕 は 女が、 どち 

ら かとい えば、 呼吸器で もが 悪い ように 瘠せた 女で、 

男が 陳述す るよう な、 勇気が ある 女と は、 どうしても 

思えなかった のです。 僕 は、 自殺 封 e 助の 事実が ある こ 

と を 最初から 信じて いたのです。 それに、 先刻ち よつ 

と 見た ときに も、 傷口が 一 刀の もとに 見事に 突かれて 

いる ことに 気が付いて いたのです。 

『どうだい。 俺に は、 あの 女に、 お前が いう ほど 勇気 

が あると は、 どうしても 思えない の だが ね。 そこが、 

不思議で 堪らない の だが ね。 どうだい。 本当の こと を 



あっさりと いってく れんかな。 実はお 前が、 突いて 

やった のだろう』 

若者 は 明らかに 狼狽しながら、 

『いえいえ、 滅相な 滅相な』 と 打ち消しました。 

『じ や、 きくが ね。 あの 女の 喉のと ころに 搔き 傷が あ 

るが、 あれ はどうし たんだ』 

若者 は 顔が 赤くな つた かと 思う と、 黙って いました _ 

『お前が、 一緒に 突いて やった のじ やない か』 

若者 は、 首 を 横に、 微かに 動かしました。 

『じ や、 そんな 覚え はない というん だね。 女が 喉 を 突 

くと き、 お前の 手 は 女の 身体に 触れて いなかつ たとい 



に 果して、 生れ 変って 来る とき じ やない か。 こんな 大 

切なと きに ゥソを 吐く ようじ や、 お前 はもう 何の 取り 

え もない、 男子の なかの 屑 じ やない か。 さあ、 死にた 

いなどと、 そんな 気の 弱い こと をい わないで、 潔く 本 

当の こと をい つたら どう だ。 短刀の 柄の 端 を、 少し 持 

ち 添えて やった とか、 一緒に 転ぶ ときに、 少し 押して 

やった とか。 本当の こと をい つてみ い！』 

『夢中で、 はっきりと は 覚えて いません が、 一緒に 倒 

れる ときに、 私の 手が 喉のと ころへ 行った かも 知れ ま 

せん』 

若者 は、 とうとう 本当の こと を、 喋り 始めた のです _ 



れて しまいました。 

彼が、 自殺 封 e 助の 罪 を 犯して いる ことが、 明らかに 

された のです。 自殺 封 巾 助の 罪 は、 六 力 月 以上 七 年 以下 

の 懲役 または 禁錮です。 若者の 尋問が 終る と、 うまく 

問い 落した というよ うな、 職務 意識から 来る 得意 さと 

満足と が 私の 心のう ちに 湧いて 来る の を、 禁ずる こと 

がで きませんでした。 ほとんど、 一時間に 近い、 長い 

尋問の ために、 疲れ果てて、 蒲団に 寝かされた 後 も、 

苦しそう に 肩で 息をして いる 若者 を、 僕 は、 獵人 がちよ 

うど 自分の 射 落した 獲物で も 見る ような 目 付で、 しば 

らく は じっと見 つめていた のでした。 僕の 尋問の 綾に、 



れ たのです。 現代の 売淫 制度の 罪悪 は、 売淫 そのもの 

にある というよりも、 こうした 世界にまで も、 資本 主 

みなぎ あぶら 

義の 毒が 漲って いて、 売 淫者 自身 の 血 や 膏 が、 楼主 

といった もの を、 肥して いると いう ことです。 貧乏な 

人た ちの 子女が、 わずかな 金の ために、 身 を 縛られて、 

楼 主と い つ たような 連中の 餌食に な つ て 骨まで 舐 ら 

れ ている ことです。 そう 考えて 来る と、 そうした 犠牲 

者が、 その どうに もなら ない 境地 を、 死 を もって 脱す 

るの は、 彼らが、 最後の 反抗で あり 唯一 の逃路 である 

ように 思われて 来たので す。 

こうした 浅ましい 身： K: で、 こうした みじめな 服装 を 
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